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９

トンボ
９月というわけではなく、夏の盛りから出現
しているトンボ。８月下旬、学校のプールの
帰りに飛び交うたくさんのトンボを見て夏休
みの終わりを感じたことがありました。大形
のものをヤンマ、中型の普通のものは塩辛ト
ンボと言われています。また、この時季によ
く見られる小型のものが赤トンボ。その名の
とおり“体が赤いトンボ”で、アキアカネな
どが代表的でアカネ属に属しています。トン
ボを通じて身近な自然、田んぼについて考え
ようとする活動もあるようです。
（写真は、甲子園球場のネットにとまる赤ト
ンボ）

（平成17年７月末現在）





4

かけがえのない“水”。太古の昔、生命は水によってもたらされました。
私たち人類は、水の恩恵によって生かされているといっても過言ではありま

せん。
下水道の整備によって地域の河川の水質が保たれ、貴重な財産である水資源

が守られます。水資源は、自然界と私たちの生活の間を常に循環しています。
私たちの使った水はやがて自然界に戻り、また私たちの元に帰ってくるのです。
大切な水資源を守り、子供たちの次世代へ伝えるため、甲斐市は下水道事業

を推進しています。

地球は水の惑星と言われていますが、その水の97％が海水で、残り3％が淡
水です。
しかも、その3％の大半は南北極地や氷河の氷として存在し、氷以外の水の

多くも水蒸気や雲といったかたちで大気中に存在しています。
私たち人類が使える水は、川・湖・降雨などの表流水と呼ばれる水で、それ

は地球上のわずか0.73％に過ぎません。さらに飲み水・農業・工業に利用でき
る川・湖の水はたったの0.01％しかありません。

河川の汚れ原因の約82％は、みなさんの家庭からの生活排水です。
味噌汁をおわん一杯捨てると、魚が住めるきれいな川にするには風呂桶4.5杯分の
水が必要です。
油にいたっては500ミリリットルで、風呂桶なんと330杯分にもなります。

1 悪臭がなく、ハエ・蚊などの発生が抑えられ、安全で清潔な町になります。
2 水洗化されたトイレで、快適な毎日が送れます。
3 汚水が川に流れ込むことなく、美しい自然を守れます。

公
私
境
界

公
共
汚
水
マ
ス

個人が設置・管理する設備市が設置・管理する設備

ト
イ
レ

風
　
呂

台
　
所

50㎝

下水道本管
道　路



5

市民のみなさんの下水道事業に対するご協力に感謝するとともに、下水道への理解と関心を一層
深めていただくため、9月の「下水道の日」の行事の一環として、毎年、開催している下水道まつり。
今年は、釜無川浄化センターを会場として「第20回下水道まつり」が行われます。
どなたでも楽しみながら下水道のことが学べるように、たくさんの催し物を用意しましたので、

ご近所お誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

○日　時 9月11日（日）午前10時～午後2時（雨天決行）
○場　所 【釜無川浄化センター】南巨摩郡増穂町長沢1790番地（駐車場あり）

0556（22）8511
○催し物 ◎下水道施設見学会、下水道相談コーナー

◎ミニ下水道展（下水道リサイクル製品等の展示）
◎ロードトレイン、フアフア、大道芸、下水道クイズなどのイベント
◎農産物等の直売
◎おたのしみ抽選会、来場記念品プレゼントなど
（無料のイベントを中心に実施いたします）

○主　催 山梨県、（財）山梨県下水道公社、釜無川流域下水道推進協議会
（甲斐市、韮崎市、南アルプス市、三珠町、市川大門町、増穂町、鰍沢町、玉穂町、昭和町、田富町）

甲斐市生活排水処理アンケート調査にご協力をお願いします。
（アンケートは広報９月号と一緒に配布されています）
下水道の普及率は、平成16年度末現在で52％となっています。下水道計画区域以外の地域は、依然としてく
み取り便所やトイレの排水だけを処理する単独浄化槽で対応している状況です。
水質汚濁の原因は、主に一般家庭からの生活排水に起因することから、生活排水処理の推進が急務の課題とな
っています。
この調査は、各家庭、事業所等がトイレ、台所、風呂場などから出る排水をどのように処理しているか現状を
調査します。そして、下水道への接続推進と生活排水の全部を処理する合併浄化槽の設置を促進しながら、河川
や水路などの水質保全、生活環境の向上を図っていくための総合的な施策の基礎資料とすることを目的としてい
ます。
ご回答していただいた内容は、個人情報の保護に関する法律、条令に基づき、適正かつ厳正に管理します。

○調査対象 甲斐市内全戸（県営住宅、市営住宅は除かれます）
○調査方法 調査票に必要事項をご記入の上、返信用封筒（切手不要）に入れて郵送してください。
○提出期限 9月30日（金）必着　
○その他 甲斐市が委託した調査員（シルバー人材センター）がお伺いする場合もありますので、

併せてご協力をお願いします。

■問い合わせは…下水道課（竜王庁舎2階） 055（278）1670
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■
投
票
で
き
る
人

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

登
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
満
20
歳
以
上

の
日
本
国
民
で
、
３
か
月
以
上
続
け
て

甲
斐
市
に
住
所
の
あ
る
人
で
す
が
、
詳

し
い
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
住
所
要
件
】

登
録
基
準
日
の
平
成
17
年
８
月
29
日

現
在
で
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
甲
斐

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、
平
成

17
年
５
月
29
日
以
前
に
転
入
な
ど
の
届

出
が
し
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
年
齢
要
件
】

投
票
日
ま
で
に
年
齢
満
20
歳
以
上
に

な
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
昭

和
60
年
９
月
12
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

で
す
。

■
投
票
所
整
理
券
を
忘
れ
ず
に

投
票
所
整
理
券
は
、
は
が
き
で
１
人

に
１
枚
ず
つ
郵
送
し
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

紛
失
し
た
人
、
届
い
て
い
な
い
人
で
も

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
。
な
お
、
で
き
れ
ば
お
手
数
で

も
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
・
保
険
証
な
ど
）
を
持
参
し
投
票
所
の

係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所
の
確
認
を

市
内
に
は
投
票
所
が
21
か
所
あ
り
ま

す
。
旧
３
町
の
投
票
所
と
同
じ
で
す
が
、

施
設
名
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
所
も
あ

り
ま
す
の
で
、
投
票
所
整
理
券
に
書
い

て
あ
る
投
票
所
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら

出
か
け
ま
し
ょ
う
。
投
票

所
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

で
す
。

■
点
字
投
票
・
代
理
投
票

投
票
所
に
は
点
字
投
票

用
紙
と
点
字
器
具
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
目
が
不
自
由
で
点
字
の

で
き
る
人
は
、
遠
慮
な
く
係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
体
が
不
自
由
な
人
や
目
が
不

自
由
な
人
な
ど
自
分
で
投
票
用
紙
に
候

補
者
の
氏
名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
の
た
め
に
、
代
理
投
票
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
等
何

ら
か
の
用
務
で
投
票
区
の
区
域
外
に
い

て
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
、
あ
る
い
は

仕
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
が
あ
る

人
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

○
期
間

・
衆
議
院
選
挙

８
月
31
日
（
水
）
か
ら
９
月
10
日
（
土
）

ま
で

・
国
民
審
査

９
月
４
日
（
日
）
か
ら
９
月
10
日
（
土
）

ま
で

（
ど
ち
ら
も
土
・
日
で
も
で
き
ま
す
）

○
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

○
場
所

・
甲
斐
市
役
所
竜
王
庁
舎
３
階
庁
議
室

・
甲
斐
市
敷
島
総
合
文
化
会
館
２
階
多

目
的
室

・
甲
斐
市
役
所
双
葉
庁
舎
東
館
（
双
葉
歴

史
民
俗
資
料
館
）

※
３
施
設
ど
こ
で
も
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
持
参
す
る
も
の

お
手
元
に
届
い
て
い
れ
ば
、
投
票
所

整
理
券
（
は
が
き
）。

ま
だ
届
い
て
い
な
け
れ
ば
、
本
人
を

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
保
険

証
な
ど
）。

病
院
に
入
院
や
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所

し
て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設
が
不
在
者

投
票
施
設
に
認
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
選
挙
公
報
は
、
新
聞
折
り
込

み
で
投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に
配
布
さ

れ
ま
す
。
市
役
所
庁
舎
な
ど
公
共
機
関

の
窓
口
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
が
、
届

か
な
か
っ
た
場
合
は
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
１

（
内
線
１
５
２
１
）

衆
議
院
議
員

選
出
議
員
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

（
小
選
挙
区
）

（
比
例
代
表
）

投
票
日
は
９
月
11
日（
日
）

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

※
睦
沢
・
清
川
・
吉
沢
地
区
は
午
後
７
時
ま
で

衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
は
、
９
月
11
日（
日
）

が
投
票
日
で
す
。
国
政
は
あ
な
た
の
１
票
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
選
挙
を
生

か
し
自
覚
と
良
識
あ
る
１
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

●
投
票
す
る
時
の
注
意

●
期
日
前
投
票
　

●
不
在
者
投
票

●
選
挙
公
報





【
国
民
健
康
保
険
税
の
計
算
】

旧
３
町
で
不
均
一
だ
っ
た
税
率
が

統
一
さ
れ
、
表
１
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

次
の
①
〜
④
の
金
額
を
合
計
し
た

金
額
が
１
年
間
の
国
民
健
康
保
険
税

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
年
度
途
中
に

加
入
し
た
場
合
は
、
資
格
取
得
し
た

月
か
ら
月
割
計
算
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

は
医
療
分
に
加
え
、
介
護
分
を
納
付

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
こ
こ
で
の
課
税
所
得
金
額
は
、「
総

所
得
金
額
｜
３
３
０
、
０
０
０
円

（
基
礎
控
除
）」
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
主
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
、
世
帯
主
本

人
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
く
て
も
、
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
】

口
座
振
替
も
し
く
は
現
金
納
付
と

な
り
ま
す
。（
表
２
）

※
納
期
限
は
納
期
各
月
の
末
日
で
す
。

納
期
限
内
納
付
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
市
税
等
の
納

付
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
国
民
健
康
保
険
の
届
出
】

手
続
き
は
お
早
め
に
。
国
民
健
康

保
険
へ
の
加
入
・
脱
退
・
変
更
の
届

出
は
、
該
当
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
必

要
に
な
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
表
３
）

※
年
度
の
途
中
か
ら
加
入
し
た
場
合

は
、
届
出
日
に
一
番
近
い
納
期
か
ら

の
納
付
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
は
、
国

民
健
康
保
険
の
資
格
を
取
得
し
た
月

か
ら
で
す
。
届
出
を
し
た
月
か
ら
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【
国
民
健
康
保
険
で
受
け
ら
れ
る
給
付
】

別
途
手
続
き
の
必
要
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。（
表
４
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
５

点
検
の
た
め
、９
月
24
日（
土
）午

前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
ま
で
、竜

王
庁
舎
、敷
島
庁
舎
、双
葉
庁
舎
と
も

住
民
票
、印
鑑
証
明
書
、
税
証
明
書

の
交
付
が
停
止
に
な
り
ま
す
。大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
庁
舎
市
民
課

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
４

敷
島
庁
舎
市
民
課

０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
２

双
葉
庁
舎
市
民
課

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
０

自
動
交
付
機
が

停
止
し
ま
す

９
月
24
日（
土
）

午
前
８
時
45
分
〜

午
後
５
時

●
日
時

●
時
間

8

（表1）

（表2）

（表3）

（表4）



郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な
る
大
学
者
山
県

大
弐
先
生
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
「
柳
荘
大
弐

学
問
ま
つ
り
」
が
、
今
年
も
９
月
23
日

（
金
曜
日
・
秋
分
の
日
）
に
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

こ
の
お
祭
り
で
は
、
威
勢
の
い
い
神
輿

が
練
り
歩
く
ほ
か
、
毎
年
好
評
の
大
弐
先

生
そ
っ
く
り
さ
ん
率
い
る
仮
装
行
列
も
登

場
。
阿
波
踊
り
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
軽
快

に
踊
る
「
み
ゆ
き
ソ
コ
ダ
イ
踊
り
」
や

「
信
玄
太
鼓
」
演
奏
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
盛
り

だ
く
さ
ん
。

山
県
神
社
で
は
学
問
成
就
祈
願
も
行
わ

れ
ま
す
。
秋
の
日
の
思
い
出
作
り
に
、
み

な
さ
ん
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
23
日
（
金
曜
日
・
秋
分
の

日
）
午
後
０
時
30
分
〜

場
所

山
県
神
社
参
道

内
容

山
県
大
弐
そ
っ
く
り
さ
ん
仮
装

行
列
、
神
輿
渡
御
、
福
餅
ま
き
、

学
問
成
就
祈
願
、
協
賛
出
店
コ
ー

ナ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

柳
荘
大
弐
学
問
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局

（
商
工
観
光
課：

双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
４

（
竜
王
支
所
地
域
課：

竜
王
庁
舎
１

階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
６

任
期
満
了
に
伴
う
甲
斐
市
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
が
、７
月
31
日
に

告
示
さ
れ
ま
し
た
。

立
候
補
者
は
定
数
の
18
人
と
な
り
、
８
月
９
日
の
選
挙
会
を
経
て
全

員
が
当
選
人
と
決
定
。
同
日
、
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

中
込
　
愼
勇
（
万
才
）

小
宮
山
　
乙
次
郎
（
大
久
保
）

花
輪
　
兼
義
（
西
八
幡
）

久
保
寺
　
孝
憲
（
下
今
井
）

中
村
　
　
子
（
菖
蒲
沢
）

小
田
切
　
一
洋
（
大
垈
）

藤
巻
　
進
（
竜
王
新
町
）

小
田
切
　
隆
（
天
狗
沢
）

甲
田
　
安
雄
（
玉
川
）

山
本
　
詔
八
（
吉
沢
）

箭
本
　
孝
徳
（
宇
津
谷
）

山
田
　
健
一
郎
（
宇
津
谷
）

渡
邊
　
信
一
（
岩
森
）

長
谷
部
　
和
義
（
竜
王
）

斉
藤
　
昭
一
（
篠
原
）

辻
　
英
夫
（
島
上
条
）

長
田
　
正
興
（
亀
沢
）

小
林
　
一
彦
（
大
下
条
）

甲
斐
市
農
業
委
員
会
委
員
（
敬
称
略
）
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市
で
は
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
、
生
け
垣
や
花
壇
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
住
宅
な
ど

の
公
道
に
面
し
た
部
分
に
新
た
に
生
け

垣
や
花
壇
を
つ
く
る
場
合
、
そ
の
費
用

を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
樹
木
の
購
入
費
や
支

柱
、花
壇
の
施
工
費
や
種
苗
代
の
ほ
か
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
か
ら
生
け
垣
な
ど
に
す
る

場
合
に
は
、
そ
の
取
り
壊
し
費
用
も
助

成
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
補
助
金
を
受
け

る
に
は
い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
着
工
前
に
ご
相
談(

申
請)

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
既
に
完

成
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
対
象
要
件

公
道
に
面
し
た
部
分
に
設
置
す
る
３

メ
ー
ト
ル
以
上
の
生
け
垣
ま
た
は
花
壇

で
、
縁
石
等
は
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

下
、
公
道
境
界
か
ら
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
上
離
し
て
植
栽
す
る
ほ
か
、
い
く

つ
か
必
要
な
補
助
要
件
を
満
た
す
も

の
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

緑
化
推
進
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
１

1010

「種子の発芽」
庭や玄関先をプランター、鉢など色彩豊

かな花で飾っているお宅が多く見られます。
ほとんどは園芸店、ホームセンターなどで
開花が始まった苗を購入して植え込んだも
ののように見うけられます。
今年の秋は、自分で種子から育てた草花

をプランターに植え付けて楽しみませんか。
種子が発芽するには、①水があること、

②気温が適当（10～30℃）であること、③空
気（酸素）があることが必須条件です。これ
は多くの種類にあてはまる条件です。また
普通は種蒔きの後に土をかけますが、中に
は3つの条件の他に、光がないと発芽の悪い
種子もあります。これらの種子は苗箱に種
蒔きをしても土をかけずに、水を遣ったあ
と新聞紙などで覆って明るい所に置きます。
畑に蒔く場合は種子を1日水に浸した後、2
～3日間、日陰干しにしたものを蒔くとよい
でしょう。レタス、シソ、ゴボウ等が該当
します。また畑の雑草の多くもこのような
性質ですので、除草の時は深いところの土
が表面に出てこないようにし、除草剤の使
用後は、土を動かさないことが賢明です。
これとは反対に、種子の芽出し直前に光

が当ると発芽の悪いものもあります。ユリ
科（ユリ、ネギ類）、ウリ科（キュウリ、スイ
カ等）、ナス科の一部などが該当します。
来年の春にはきれいな花やおいしい野菜

ができることを期待して、ぜひ挑戦してみ
てください。

このコーナーは、ガーデニングを楽しんで
いる、また始めてみたいという人の相談や
疑問に、市の園芸アドバイザーがお答えし
ます。お気軽にご相談ください。
■相談・問い合わせは…
緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
甲斐市役所（竜王庁舎2階）
055（278）1671 FAX055（276）7216

E-mail:toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp

■補助金の算出基準

最近、旧敷島町地区でイノシシの出没
が報告され、駆除依頼が多く寄せられてい

ます。しかし、イノシシも自然の生き物です。
まず駆除することではなく、田畑にネットや柵を設置するなど、
自衛策を講じてください。また、整備された場所には出没しにく
いと言われています。周辺の雑草を刈るなど、環境整備を心がけ
ましょう。なお自治会で防除用器具を設置する場合、補助金が出
るものもありますので事前に相談してください。
■問い合わせは…
農林振興課（双葉庁舎２階） ０５５１（２０）３６５５
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） ０５５（２７７）３１１３
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甲斐市最初の夏

日本航空高校 甲子園出場

月
６
日
、
甲
子
園
球
場
で
、
第
87
回
全
国
高

校
野
球
選
手
権
大
会
が
開
幕
し
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
山
梨
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
地
元

日
本
航
空
高
校
（
市
内
宇
津
谷
）
の
選
手
が
堂
々

と
入
場
行
進
。
ま
た
、
選
手
宣
誓
の
く
じ
を
引
き

当
て
た
新
井
伸
太
郎
主
将
が
「
先
生
、
家
族
に
感

謝
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
最
後
ま
で
白
球
を
追

い
か
け
ま
す
」
と
締
め
く
く
る
選
手
宣
誓
を
行
い

ま
し
た
。

６
日
目
の
11
日
に
登
場
し
た
航
空
高
校
は
、
福

井
商
業
と
対
戦
。
４
、０
０
０
人
の
応
援
団
が
ア
ル

プ
ス
ス
タ
ン
ド
を
埋
め
尽
く
す
中
、
逆
転
の
８
対

７
で
勝
ち
、
３
回
戦
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

15
日
に
は
昨
年
度
優
勝
校
で
あ
る
駒
大
苫
小
牧

高
校
と
対
戦
。
苫
小
牧
の
厚
み
の
あ
る
打
線
は
初

回
か
ら
航
空
を
攻
め
、
残
念
な
が
ら
航
空
高
校
は
、

13
対
１
で
敗
れ
ま
し
た
。

前
の
試
合
と
同
様
、
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
を
埋

め
た
応
援
団
は
全
力
を
尽
く
し
た
ナ
イ
ン
の
健
闘

を
た
た
え
ま
し
た
。

８

初戦、流れを引き戻し
た鈴木宏始くんのホー

ムラン

苫小牧戦：バックスクリーン横にホームランを打つ保坂
有紀くん

苫小牧戦：
力投するエース長岡翼くん
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山
梨
県
知
事
が
、
各
地
を
訪
ね
多
く
の
県

民
の
声
を
聞
き
、
県
政
に
反
映
を
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
事
業
「
こ
ん
に
ち
は
、
知
事

で
す
」
が
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
２
時
、
甲
斐
市
役
所
竜
王
庁
舎
に
到

着
し
た
山
本
栄
彦
知
事
を
、
藤
巻
市
長
、
小

林
市
議
会
議
長
な
ど
が
玄
関
で
出
迎
え
。

庁
舎
大
会
議
室
で
県
政
へ
の
提
言
や
日
ご

ろ
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
山
本
知
事

に
直
接
、
自
由
に
話
し
て
も
ら
う
機
会
で
も

あ
る
集
会
対
話
を
行
い
ま
し
た
。

自
治
会
連
合
会
か
ら
は
甲
斐
市
警
察
署
設

置
に
つ
い
て
、
ま
た
、
商
工
会
か
ら
は
新
規

事
業
創
出
へ
の
県
の
支
援
策
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
た
く
さ
ん
の
質
問
、
提
言
が
飛

び
出
し
ま
し
た
。

山
本
知
事
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
丁
寧
な

回
答
を
い
た
だ
き
、
予
定
し
て
い
た
時
間
を

オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
の
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

集
会
対
話
終
了
後
は
、
各
地
で
活
動
し
て

い
る
み
な
さ
ん
と
の
交
流
対
話
と
し
て
、
２

か
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

最
初
は
、
東
町
東
区
婦
人
消
火
栓
班
の
活

動
を
視
察
。
昭
和
60
年
か
ら
活
動
し
て
い
る

こ
の
団
体
は
、
区
で
の
防
災
活
動
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
で
す
。
今
回
は
、
消

火
栓
を
使
っ
た
放
水
訓
練
の
様
子
を
視
察

し
、
み
な
さ
ん
の
確
実
な
操
法
に
知
事
、
市

長
ら
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
は
、
双
葉
農
の
駅
に
併
設
さ
れ
て
い

る
食
品
加
工
所
で
、
地
元
食
材
を
使
い
、
ま

ん
じ
ゅ
う
や
も
ち
、
赤
飯
な
ど
を
つ
く
り
、

販
売
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
「
ふ
た
ば
農
ま
ん

じ
ゅ
う
」
の
み
な
さ
ん
の
様
子
を
視
察
。
知

事
ら
も
、
ビ
ニ
ー
ル
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
、

も
ち
を
こ
ね
て
い
る
様
子
や
ま
ん
じ
ゅ
う
を

ふ
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を
見
ま
し
た
。

ま
た
、
目
の
前
で
作
ら
れ
た
ま
ん
じ
ゅ
う

な
ど
を
試
食
。
懐
か
し
い
味
に
、
み
な
さ
ん

「
お
い
し
い
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
作
っ
た
商
品
が
置
か
れ
て
い
る
農

の
駅
直
売
所
で
は
、
周
辺
で
取
れ
た
農
産
物

も
集
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
見
な
が
ら
、

小
林
信
也
農
の
駅
企
業
組
合
理
事
長
か
ら
今

年
の
出
来
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

「こんにちは知事です」を開催

キ
オ
カ
ッ
ク
市
か
ら
友
好
交
流
団
が
来
市 市役所表敬訪問

到着・ホームステイ家族と対面
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旧
竜
王
町
と
姉
妹
都
市
関
係

に
あ
っ
た
、
ア
イ
オ
ア
州
キ
オ

カ
ッ
ク
市
か
ら
生
徒
10
人
、
随

行
者
４
人
の
計
14
人
の
友
好
交

流
団
が
７
月
21
日
、
市
を
訪
れ
、

８
月
３
日
ま
で
14
日
間
滞
在
し

ま
し
た
。

一
行
は
、
ま
ず
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
の
み
な
さ
ん
と
市
役
所
ロ

ビ
ー
で
対
面
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
に
分
か
れ
ま
し
た
。

翌
22
日
、
午
前
11
時
に
は
市

役
所
に
表
敬
訪
問
（
竜
王
庁
舎
）。

そ
の
後
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

に
参
加
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
み
な
さ

ん
と
の
交
流
の
ほ
か
、
29
日
に

は
、
南
甲
府
警
察
署
（
午
前
９

時
）
な
ど
を
見
学
、
ま
た
、
８

月
１
日
に
は
双
葉
中
学
校
で
交

流
会
や
ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
見
学

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

睦沢盆踊り大会
ふるさとの一夜（双葉東小）

1

1

2 12

2

再会を約束して

双葉中学校での交流

歓迎レセプション

さよならパーティ
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●７月　各地で水にまつわる
お祭りが行われる

●７月31日
地震の恐ろしさを再認識　

小学生が一日図書館員　７月28日●

●８月６日～　
楽しみながら理科の勉強

甲斐市では昔、飲み水が足りないほどの
深刻な水不足や釜無川の氾濫による水害
など私たちの生活に深く関わる水に悩ま
されて来ました。
双葉地区の竜地大溜池では作物の豊作を
祈願して弁財天祭が、竜王地区の信玄堤
では水防を祈願した水神祭が多数の関係
者が出席するなか執り行われました。

●７月～８月
児童が交通安全を呼びかけ

市立図書館で、一日図書館員
として小学校４年生から６年
生の児童が図書館の仕事を体
験しました。
児童はカウンターに立ち貸し
出しや返却業務を担当。慣れ
ないお客さんとの対応に少し
緊張した表情でしたが、図書
館の職員に手順を教えてもら
いながら一生懸命仕事に取り
組んでいました。

上篠原区で起震車による地震体験会が行われました。
甲府西消防署員から地震に備えての心がまえ、食糧な
どの備蓄等についての話を聞いた後、順番に起震車に
乗って震度３、５、７の地震を体験。震度３では余裕
の表情だった人たちも、揺れが震度５、７と強くなる

と驚きの声を
あげ、テーブ
ルやいすにつ
かまって地震
の恐ろしさを
実感、地震に
対する考えを
新たにしてい
ました。

竜王北部公民館で、5日間、夏休み理科工作
教室が開催されました。
市内の小学生29人が集まり、先生に指導して
もらいながら、身近にある材料を使って、万
華鏡、ＵＦＯキャッチャーなど理科工作に取
り組みました。理科の原理を応用して出来上
がった作品でさっそく遊んでみて、その出来
ばえに喚声を上げていました。

弁財天祭

水神祭

７月21日から８月20日までの夏
の交通事故防止県民運動の期間
中、運動の一環として、市内の
小学生による交通安全の呼びか
けが行われました。
市内11小学校の児童会の代表各
３人が交替に交通安全指導車に
乗り込み、スピーカーを通して
交通安全をＰＲしながらそれぞ
れの学区内を巡回しました。甲
斐市から交通事故がなくなるこ
とを願い、地域の人たちにわか
りやすいように、ゆっくりと広
報文を読みあげていました。
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●８月13～16日
戦争の恐ろしさ写真で伝える

８月●
体育館が無料開放

●８月７日　クラインガルテンが完成

甲斐市老人クラブ連合会主催によるゲートボー
ル大会が双葉スポーツ公園で開催されました。
合併後初めての大会で、ねんりんピックの予選
を兼ねていることもあり、選手のみなさんは残
暑が厳しいなかでも元気いっぱい。ひとつひと
つのプレーにチームみんなで声をかけ合いなが

ら日頃の
練習の成
果を発揮。
市内17チ
ームが優
勝をめざ
して熱戦
を繰り広
げました。

●８月11日
元気がいっぱい、はつらつプレー

牛句地内に整備を進めていた滞在型市民農園「梅の里
クラインガルテン」30区画が完成し、利用者や関係
者が一同に集い開園祭を開催。藤巻市長より利用者代
表に滞在施設「ラウべ」のカギが渡されました。
開園祭後には、さっそく農作業指導会が行われ、土づ
くりのポイントや道具選びなどの説明に利用者は真剣
にメモをとっていました。また、お世話役の地元農家
の人と連絡先を交換するなど、早くも交流がうまれて
いました。

●８月５日　郵便局で恒例の切手教室

竜王体育館が市民に無料開放され、多くの人が卓球とバド
ミントンを楽しみました。
体育館では、市の体育協会の卓球部員6人とバドミントン部
員3人が利用者にラッケットの振り方などの基本を指導。初
めて父親と一緒に利用した小学生は「卓球は初めてだった
けどとても楽しかった。上手になった気がする」と嬉しそ
う。体育館の市民開放は9月にも行われます。ぜひご利用く
ださい。

竜王郵便局
で恒例の夏
休み切手教
室が開催さ
れました。
これは子ど
もたちに切
手に親しん
でもらうこ
とを目的に
毎年行われ

ており、今年で10回目。教室には小学生30人が参加、
使用済みの切手を使ったしおり作りや切手に関するゲ
ームなどを楽しみました。

８月９日から16日まで敷島文化会館、双葉ふれあい文
化館ロビーで非核平和写真展が開催されました。今年は
終戦60年の節目の年。改めて戦争の恐ろしさ、平和の
尊さについて考えてもらおうと企画、甲府空襲で焼け野
原となった甲府市中心部など戦時下の様子を収めた写真
20点が展示されました。また、13日には両館で「火垂
る墓」が上映されました。
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９月中に市内図書館のシステム統合作業と蔵書点
検のため休館日が続きます。利用者の皆様には大変
ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願いします。
なお、返却本については図書館入口にある返却ポ

ストをご利用ください。

市立図書館の休館日のお知らせ

8月6日（土）、双葉図書館で戦争と平和を考え
る講演と朗読の会が開催されました。
第１部は双葉図書館朗読ボランティア｢みどり

の会｣の会員による朗読が行われました。第２部
では甲斐市在住の小田切重徳さんによる講演と、
｢みどりの会｣による小田切さんの著書である「白
骨街道　死の転進」の朗読が行われました。小田
切さんの戦争体験を内容とする講演の間に著書の
朗読が入り、聴衆は過酷で悲惨な戦地の状況を思
い、じっと聞き入っていました。
この日は、60年前
広島に原爆が投下さ
れた日でもあり、集
まった約60人の聴衆
にはいのちの尊さ、
平和のありがたさを
考える機会となりま
した。

戦争と平和を考える講演と朗読の会

市内３館共通の新しいカードと交換します。
その際に申請書と、下記のものが必要となります

ので必ずお持ちください。（再発行に該当する場合は、
従来どおり100円の実費をいただきます）
・免許証及び保険証等住所を証明するもの
・現在お持ちの市内３館（竜王・敷島・双葉）の図
書館利用カード

配布日　10月1日（土）～

利用カードについて
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開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

９月のおやすみ　休館日のお知らせ（P16）をご覧ください。

ち第３木曜日の「おきらく亭」、
第２木曜日の「こぐまちゃんのお
へや」、第２土曜日の「しろくま
ちゃんのおへや」はお休みとなり
ます。なお、第４土曜の「しろく
まちゃんのおへや」は前日の23日
（金）に行います。

日時　９月３日（土）午後２時～
場所　敷島図書館じどうとしょかん
対象　幼児～
内容　手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

日時 ９月１日（木）、15日（木）
午前10時30分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

日時　９月１日（木）、15日（木）
午前11時10分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、

工作、パネルシアターなど

日時　９月17日（土）午後２時～　　
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

日時 ９月８日（木）
午前11時～11時30分

場所 双葉図書館おはなしコーナー

日時　９月22日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー

・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時45分
対象 ５か月～１歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシア

ター、おりがみなど

対象 ３歳～９歳
日時 ９月23日（金）

午前10時30分～11時15分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

場所 竜王図書館おはなしコーナー
日時 ９月３日（土）

午前10時30分～11時30分
内容 お話、ゲーム

日時 ９月17日（土）
午前10時30分～11時30分

テ ー マ お菓子
内容 お話、ブックトーク、工作

※定例で行っているイベントのう

対象 就園前の乳幼児
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

日時 ９月10日（土）
午前10時30分～11時

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアタ

ーなど

※定例で行っている第４土曜日の
ふうせん劇場は、お休みになりま
す。

日時　９月10日（土）午後２時開
演（午後１時30分開場）

場所　双葉図書館　２階視聴覚室
日時　９月11日（日）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所　敷島総合文化会館大ホール　　
内容　『ネバーランド』2004/ア

メリカ、イギリス映画/100
分/字幕　監督/マーク･フォ
ースター　主演/ジョニー・
デップ他
「ピーター、そこは夢がか
なう場所なんだ。信じれば、
必ず行ける」作家ジェーム
ズ・バリの実話。公園で知
りあった親子と触れ合うこ
とによって名作『ピーター
パン』が生まれた。2004
年アカデミー賞にノミネー
トされた感動の物語。

みどりの風の朗読
オフトークがおくる耳で聞く読書を
お届けします。
オフトーク２チャンネルにおいて
26日（月）から30日（金）まで、図書
館ボランティア「みどりの風」のみ
なさんによる朗読が放送されます。
午後のひととき、どうぞお気軽にお
聞きください。

しろくまちゃんのおへや

こぐまちゃんのおへや

キッズぷらねっと　
～ストリーテリング編～

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのとびら

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと

おはなしのもり

上映会のお知らせ



どから大きな拍手が沸き起こりました。大会の結
果は次のとおりです。（敬称略）
○軽量級 優勝 青山雄史　第２位 芝野一郎
第３位 金子達洋
○無差別級 優勝 米山哲央　第２位 河西英史
第３位 長沢敬修

玉幡野球スポー
ツ少年団、初出
場で初優勝
８月４日、第42回

山日YBS杯山梨県少
年野球大会の決勝戦
が小瀬野球場で行わ
れ、甲斐市代表の玉

幡野球スポーツ少年団が甲府市代表の琢美チーム
を２対０（５回降雨コールド）で破り、県大会初出
場で初優勝の快挙を達成しました。
玉幡チームは県

代表として静岡県
で開催された「第
８回ROUTE日本海
―太平洋学童軟式
野球大会」に出場
し、３位と健闘し
ました。

市内中学校の選手が県中学校総体各
競技で大活躍。関東・全国大会の出
場決める。
第56回山梨県中学校夏季総合体育大会の各競技

に出場した市内の学校、選手が好成績を修め、平
成17年度の関東中学校大会、全国中学校大会の出
場権を獲得しました。
平成17年度関東中学校大会出場校・選手名　
敬称略（ ）内学校名、学年
水泳 雨宮司（敷島中３年）山田栞里（竜王中３年）
深澤小好枝（竜王北中２年）村上脩人（竜王北中１
年）清水咲希（玉幡中１年）佐山奈帆（玉幡中１年）
花形豊（玉幡中１年）小栗愛美（玉幡中１年）香原
健人（玉幡中１年）望月杏樹（玉幡中１年）
ソフトテニス 三井研治・岸本和也ペア（敷島中３
年）
軟式野球 敷島中野球部　玉幡中野球部　　
柔道（男子団体）竜王中男子柔道部　
柔道（女子団体）竜王中女子柔道部
柔道（男子個人）宮澤大希（竜王中２年）土肥将也
（竜王中２年）芝野良太（竜王中３年）三木翔平（竜
王中３年）佐々木隼人（竜王中３年）茅野光樹（竜
王中２年）村松蓮（竜王中３年）大森清孝（竜王中
２年）小田切尋海（竜王中３年）渡辺裕樹（竜王中
３年）中村澄人（双葉中３年）

柔道（女子個人）三枝春風（竜王中２年）小林理麻
（竜王中２年）木村美友（竜王中３年）奥秋美香（竜
王中３年）長田ひかる（竜王中２年）和田有稀（竜
王中２年）
陸上 小尾勇志（敷島中３年）新島隆雄（竜王中３
年）三井雄稀（玉幡中３年）
バドミントン 加藤夕弥・丸山修ペア（竜王中２年）
剣道 加々見学（竜王北中３年）
平成17年度全国中学校大会出場校・選手名
敬称略（ ）内学校名、学年
柔道（男子団体）竜王中男子柔道部　柔道（女子団
体）竜王中女子柔道部　柔道（男子個人）佐々木隼
人（竜王中３年）村松蓮（竜王中３年）小田切尋海
（竜王中３年） 柔道（女子個人）三枝春風（竜王中
２年）木村美友（竜王中３年）奥秋美香（竜王中３
年）和田有稀（竜王中２年）
アーチェリー 敷島中アーチェリー部　
剣道　加々見学（竜王北中３年） 相撲 清水大介
（敷島中３年）

「軽スポーツ広場」にみんな集まれ
前回好評だった市体育指導委員による「軽スポ

ーツ広場」をドラゴンパークに開設。おなじみの
グラウンドゴルフのほか、子どもから大人まで気
軽に楽しめるニュース
ポーツをたくさん紹介
します。普段なかなか
体験できないニュース
ポーツをみんなで楽し
もう。
日　時　９月11日（日）

午前10時～正午
＊雨天中止

場　所　ドラゴンパーク（赤坂台総合公園）
種　目　グラウンドゴルフ・スナッグゴルフ・

ティーボール・ストラックフリスビー・　　
ペタンク など

対象者　公園来場者

ヴァンフォーレ甲府を応援しよう
今季、一時は２位まで浮上し、ファンを沸かせ

てくれているヴァンフォーレ甲府。
残りの試合も熱い声援でＪ１昇格を目指すヴァン
フォーレ甲府を後押ししよう。
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甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所　双葉公民館ホール
日　時　9月20日（火）

・学校体育施設（10月分） 午後７時～
・社会体育施設（11月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島

公民館窓口
日　時　9月27日（火）～

午前８時30分～午後５時15分
・学校体育施設（10月分）
・社会体育施設（11月分）

※平成17年度については学校体育施設、社会体育施
設とも通年で一斉開放を実施します。
※平成17年４月１日から敷島地区、双葉地区におい
てもスポーツ施設管理指導員を配置しています。カ
ギ等の貸出方法が変更になっていますのでご注意く
ださい。
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

竜王体育館市民開放
市教育委員会では８月に続き、９月も竜王体育館

の市民開放を行います。
ご家族、友人と一緒にふるってご参加ください。
開放日　　９月４日（日）、17日（土）

午前９時～正午
※10日（土）は衆議院議員総選挙の準備のため中止
場　所　　竜王体育館（旧中部町民体育館）
内　容　　卓球教室、バドミントン教室
対象者　　市内在住者

※参加自由、当日ご来場ください。
持ち物　　体育館履き　用具貸出しあり
その他　　希望者には各種目の指導も行います
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

Ｂ＆Ｇ海洋センタープール日程
開館期間　９月30日（金）まで
開館時間　午前10時～正午（午前の部）

午後１時～午後５時（午後の部）

午後６時～午後９時（夜間の部）
休館日　敷島Ｂ＆Ｇ海洋センター

９月５・12・20・26日
双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター
９月６・13・20・27日

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課 0551（20）3656

敷島Ｂ＆Ｇ海洋センター 055（277）7767
双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター 0551（28）6004

第１回甲斐市子どもクラブ
親睦球技大会結果

７月31日（日）、竜王、敷島、双葉各地区の子ども
クラブ親睦球技大会が開催されました。熱戦の末各
地区代表となったチームは、次のとおりです。

ソフトボールの部
竜王地区代表 榎東西区　名取区
敷島地区代表 大下条東・西区
境合同
双葉地区代表 団子区　三省会・
唐松団地Ｂ

ミニソフトバレーボールの部
竜王地区代表 竜王４区　

上篠原区
敷島地区代表 敷島台区　

吉沢区Ｂ
双葉地区代表 下今井区　

団子区
８月７日（日）には、地区代表による甲斐市大会が

行われ、見事栄冠を手に入れたソフトボール優勝チ
ームとミニソフトバレーボール優勝・準優勝チーム、
計３チームは甲斐市の代表として県大会に出場しま
した。甲斐市大会の結果は次のとおりです。
ソフトボールの部
優勝 大下条東・西区　準優勝 境合同　
ミニソフトバレーの部
優勝 竜王４区　準優勝 上篠原区

第１回市民柔道大会
７月30日（土）、竜王武道館において、甲斐市柔

道連盟主催による第１回市民柔道大会（一般の部）
が開催されました。当日はインターハイ出場経験
を持つ選手やスポーツ少年団の指導者などが参加
し、選手が一本を決めると観戦していた小学生な

ソフトボールの部優勝　
大下条東・西区

ミニソフトバレーの部優勝
竜王４区
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り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
情
報
・
児
童
館
情
報

等
の
子
育
て
情
報
の
提
供
も
行
っ
て
い

ま
す
。

子
育
て
相
談
は
、
面
接
相
談
の
ほ
か
、

電
話
相
談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

相
談
時
間
は
、
開
設
日
時
で
行
っ
て

お
り
ま
す
。

専
用
電
話
は
、

０
５
５
（
２
７
７
）

１
２
６
０
　
で
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

会
員
募
集
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す

子
ど
も
を
預
け
た
い
人
と
子
育
て
を

お
手
伝
い
し
た
い
人
を
会
員
と
し
て
地

域
の
子
育
て
支
援
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
斐
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

水
道
メ
ー
タ
ー（
量
水
器
）取
り
替
え

の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
毎
年
計
量
法
に
基
づ
き
、

一
定
の
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ

ー
を
無
料
で
お
取
り
替
え
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。（
漏
水
等
が
あ
っ
た

場
合
は
、
修
理
内
容
に
よ
っ
て
別
途
修

理
費
が
か
か
り
ま
す
）

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
市
の
委
託
業

者
（
市
内
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
）
が
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺

に
自
動
車
や
植
木
等
の
障
害
物
及
び
、

庭
で
の
ペ
ッ
ト
の
放
し
飼
い
に
よ
り
作

業
が
困
難
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
は
作
業

し
や
す
い
状
態
に
し
て
お
い
て
い
た
だ

く
よ
う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
取
り
替
え
対
象
地
区
と
期
間

■
対
象
区
域

奇
数
月
検
針
地
区

（
旧
竜
王
町
及
び
旧
双
葉
町
地
区
）

期
間８

月
中
旬
〜
９
月
上
旬
（
１
回
目
）

10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬
（
２
回
目
）

■
対
象
区
域

偶
数
月
検
針
地
区

（
旧
竜
王
町
及
び
旧
双
葉
町
地
区
）

期
間９

月
中
旬
〜
10
月
上
旬
（
１
回
目
）

11
月
中
旬
〜
12
月
上
旬
（
２
回
目
）

今
月
は
水
道
の
使
用
量
が
多
い
…
…

こ
ん
な
と
き
は

ま
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

ご
家
庭
に
引
き
込
ま
れ
た
水
道
管
か

ら
の
漏
水
は
気
づ
き
に
く
い
も
の
で
す
。

月
に
一
度
は
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

敷
地
内
の
漏
水
は
使
用
者
の
責
任
と

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
発
見
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

漏
水
の
発
見
方
法

●
ご
家
庭
の
じ
ゃ
口
を
全
部
閉
め
て
く

だ
さ
い
。

●
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
動

き
を
見
ま
す
。

●
止
ま
っ
て
い
れ
ば
漏

水
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
動
い
て
い
れ
ば
水
道

メ
ー
タ
ー
か
ら
じ
ゃ
口
ま
で
の
ど
こ

か
で
漏
水
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
業
務
課

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
３

水
道
工
事
は
、
甲
斐
市
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼
を

漏
水
工
事
を
含
め
水
道
工
事
を
す
る

と
き
は
、
甲
斐
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
知
ら
な
い
で
指
定
以
外
の
工
事

業
者
に
依
頼
し
て
し
ま
う
と
、
法
律
、

条
例
で
給
水
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
漏
水
の
場
合
は
一
部
料

金
の
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
指
定
工
事
事
業
者
お
よ
び
水
道
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

甲
斐
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

は
６
月
号
、
７
月
号
の
広
報
を
ご
覧
に

な
る
か
、
お
気
軽
に
水
道
局
工
務
課
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
工
務
課

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

あ
な
た
の
建
物
の
外
壁
は
安
全
で
す
か

建
築
物
の
外
壁
の
仕
上
げ
に
多
く
用

い
ら
れ
て
い
る
タ
イ
ル
外
壁
や
モ
ル
タ

ル
塗
り
外
壁
な
ど
は
、
年
数
が
経
過
す

る
と
老
朽
化
し
、
ひ
び
割
れ
や
浮
き
上

が
り
な
ど
に
よ
っ
て
外
壁
の
剥
落
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
６
月
に
東
京
の
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
で
外
壁
落
下
に
よ
り
２
名
の
負
傷
者

が
出
る
と
い
っ
た
事
例
の
よ
う
に
、
外

壁
落
下
に
よ
り
思
わ
ぬ
事
故
が
発
生
し
、

社
会
的
な
責
任
も
問
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

な
い
建
物
で
も
、
道
路
沿
い
に
外
壁
が

面
し
て
い
る
建
物
や
高
層
の
建
物
は
、

地
震
に
よ
り
外
壁
が
落
下
し
て
思
わ
ぬ

事
故
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

専
門
家
（
建
築
士
ま
た
は
施
工
者
）
と
相

談
し
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
と
き
は
早

急
に
補
修
・
改
修
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部

山
梨
県

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
　
お
知
ら
せ 

水
道
局
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建
築
課

０
５
５
（
２
２
４
）
１
６
７
４

甲
斐
市
建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

農
家
の
み
な
さ
ん
へ

爆
音
機
の
設
置
方
法
に
つ
い
て

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
大

変
深
刻
な
も
の
で
、
被
害
農
家
に
と
っ

て
は
切
実
な
問
題
で
す
。

そ
の
た
め
爆
音
機
等
の
対
策
は
不
可

欠
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
近
隣
の

住
宅
地
に
も
配
慮
し
、
設
置
方
法
に
ご

注
意
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

①
自
分
の
田
畑
へ
設
置
す
る
場
合
、
住

宅
地
か
ら
極
力
離
れ
た
所
へ
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

②
爆
音
機
の
方
向
を
住
宅
地
に
向
け
な

い
で
く
だ
さ
い
。

③
最
小
限
必
要
と
す
る
期
間
に
使
用
し
、

早
朝
、
深
夜
の
使
用
は
避
け
て
く
だ

さ
い
。

雑
草
の
処
理
に
つ
い
て
の
お
願
い

繁
茂
し
た
雑
草
の
刈
り
取
っ
た
後
、

一
般
道
路
や
通
学
路
沿
い
、
ま
た
水
路

に
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
あ
る
箇
所
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

放
置
し
た
ま
ま
だ
と
歩
道
な
ど
の
通

行
の
妨
害
、
ま
た
水
路
を
利
用
す
る
人

へ
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
適
切
な
処

理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５
　

平
成
18
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ

甲
斐
市
か
ら
転
出
し
て
い
る
成
人
対

象
者
に
も
、
10
月
に
現
住
所
へ
式
典
出

席
確
認
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

11
月
下
旬
頃
ま
で
に
通
知
が
届
か
な

い
場
合
は
、
ご
家
族
で
結
構
で
す
の
で

教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
式
典
は
、
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

平
成
18
年
１
月
８
日
（
日
）

受
付

午
前
９
時
〜

式
典

午
前
10
時
〜

開
催
場
所

昭
和
町
「
ア
ピ
オ
」

対
象昭

和
60
年
４
月
２
日
〜

昭
和
61
年
４
月
１
日

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
（
双
葉

公
民
館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
展
望
塔
夜
間
開
放

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
展
望
塔
は
９
月
末

ま
で
、
午
前
９
時
か
ら
夜
10
時
ま
で
開

放
中
で
す
。

夏
の
夜
、
星
空
と
と
も
に
美
し
い
甲

府
盆
地
の
夜
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
は
従
来
ど
お
り
無
料
で
す
が
、
午
後

５
時
以
降
は
、
３
歳
以
上
の
人
に
つ
い

て
１
０
０
円
の
利
用
料
金
が
か
か
り
ま

す
。

【
展
望
塔
の
利
用
案
内
】

利
用
時
間
・
料
金

・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

無
料
（
年
間
）、

・
午
後
５
時
〜
午
後
10
時

１
０
０
円
（
９
月
末
ま
で
）

休
館
日

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
と
き
は
翌

日
）、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月

３
日
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

赤
坂
台
総
合
公
園
管
理
事
務
所

０
５
５
（
２
７
６
）
２
１
６
１

敷
地
調
査
に
関
す
る
ご
協
力
を

国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

で
は
、
道
路
管
理
図
の
電
子
化
に
伴
い

平
成
18
年
３
月
を
め
ど
に
道
路
敷
地
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
国
土
交
通
省
甲
府

河
川
国
道
事
務
所
甲
府
出
張
所
管
理
係
　
　

０
５
５
（
２
２
２
）
４
８
９
１

山
梨
県
甲
府
市
富
竹
２
ー
３
ー
12

平
成
17
年
度
自
衛
官
募
集

■
防
衛
大
学
校
生

修
学
年
限
４
年
。
卒
業
後
１
年
で
幹

部
自
衛
官
に
昇
任

資
格

高
卒
（
見
込
）
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

推
薦

９
月
５
日
（
月
）
〜
７
日
（
水
）

一
般

９
月
９
日
（
金
）
〜
30
日
（
金
）

第
１
次
試
験

推
薦

９
月
24
日
（
土
）
〜
25
日
（
日
）

一
般

11
月
12
日
（
土
）
〜
13
日
（
日
）

■
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

修
学
年
限
６
年
。
医
師
免
許
取
得
後

は
幹
部
自
衛
官
に
昇
任

資
格

高
卒
（
見
込
）
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

９
月
９
日
（
金
）
〜
30
日
（
金
）

第
１
次
試
験

11
月
５
日
（
土
）
〜
６
日
（
日
）

■
看
護
学
生

修
学
年
限
３
年
。
看
護
師
免
許
取
得

後
２
等
陸
曹
に
昇
任

資
格

高
卒
（
見
込
）
24
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

９
月
９
日
（
金
）
〜
30
日
（
金
）

第
１
次
試
験

10
月
16
日
（
日
）

■
そ
の
他

２
等
陸
・
海
・
空
士
、
曹
候
補
士
、

一
般
曹
候
補
学
生
、
航
空
学
生
の
募
集

山
梨
県
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も
９
月
８
日（
木
）ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部

０
５
５
（
２
５
３
）
１
５
９
１

平
成
18
年
度
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学

生
・
研
修
生
を
募
集
し
ま
す

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
平
成
18
年

度
の
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
定
員
・
受
験
資
格

本
科
過
程（
60
人
）

・
果
樹
学
科
25
人
、
園
芸
畜
産
学
科
25

人
、
経
営
情
報
学
科
10
人

・
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
者
）

研
究
科
過
程（
20
人
）

・
果
樹
・
野
菜
・
花
き
・
畜
産
・
経
営

情
報
各
専
攻
　
合
計
20
人

・
短
期
大
学
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
者
）

新
規
就
農
希
望
者
研
修（
12
人
程
度
）

・
農
業
基
礎
コ
ー
ス
（
果
樹
・
野
菜
・
花

き
各
専
攻
）
６
人
程
度

・
農
業
実
践
コ
ー
ス
（
果
樹
・
野
菜
・
花

き
各
専
攻
）
６
人
程
度

・
山
梨
県
で
就
農
を
希
望
す
る
人
（
お
お

む
ね
60
歳
未
満
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
県
立
農
業
大
学
校
　
　

０
５
５
１
（
３
２
）
２
２
６
９

http://w
w
w
.ypaa.ac.jp

平
成
17
年
度
高
齢
者
運
動
会

甲
斐
市
で
は
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
事
業

の
一
環
と
し
て
高
齢
者
運
動
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

10
月
６
日
（
木
）

受
付

午
前
９
時
30
分

開
会
式

午
前
10
時

場
所

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園

対
象
者

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

申
込
締
切
日

９
月
９
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

子
育
て
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

保
育
園
、
幼
稚
園
入
園
前
の
お
子
さ

ん
が
い
る
お
母
さ
ん
。
お
子
さ
ん
と
離

れ
、
日
頃
育
児
で
疲
れ
て
い
る
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
託
児

サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

「
シ
ル
バ
ー
ク
レ
イ
で
ペ
ン
ダ
ン
ト
」

日
時

９
月
28
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

対
象
人
数

15
人

講
師

丹
沢
恵
さ
ん

参
加
料

１
、
０
０
０
円
　

持
ち
物

な
し

受
付
期
間

９
月
５
日
（
月
）
〜
９
月
16
日
（
金)

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
（
双
葉
公
民

館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

第
２
回
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
人
と
の

会
話
や
外
出
の
機
会
の
少
な
い
高
齢
者

「臨時休館のお知らせ」
９月24日（土）は館内電気点検のため臨時休館になります。

甲斐市誕生１周年記念宝くじ文化公演「２００５爆笑ライブ」
お笑いブーム真っ盛り、今をときめく若手お笑いグループが甲斐市にや
って来る。パペット・マペット、エレキコミック他……。
日　時　９月３日（土） 午後６時開場　午後６時30分開演
場　所　双葉ふれあい文化館ホール
入場料　1,000円　全席自由　

地域の子供達と劇団フジが贈る
地域交流ミュージカル「オズの魔法使いと夢の国」
ドロシーを取り巻く楽しい登場人物たちが織り成す夢と冒険のお話を、
歌と踊りとお芝居でお贈りします。劇団「フジ」とオーディションで選
ばれた地元の子どもたちが共演します。お楽しみに。
日　時　10月２日（日）
１回目　午前10時30分開演　
２回目　午後２時開演　各回30分前開場
場　所　双葉ふれあい文化館ホール
入場料　おとな1,000円（高校生以上）
こども（中学生以下）500円　全席自由

ふれあいロビーコンサート　～フルートで奏でる名曲小品コンサート～
飯島和久（フルート）・小林範子（ピアノ）
大盛況だった初夏のソプラノコンサートに引き続き、今年は秋のロビー
コンサートもご用意いたしました。みなさんのお越しをお待ちしており
ます。
日　時　10月16日（日） 午後２時開演
場　所　エントランスロビー
入場無料　　　　

住友郁治リサイタル　for   Family
ご家族で気軽に楽しめるアットホームなピアノリサイタルです。
日　時　10月30日（日）

午後１時30分開場　午後２時開演
入場料　おとな 500円　高校生以下　300円　全席自由
※上記のイベントのチケットはふれあい文化館事務室の他、各プレイガ
イドで扱っております。お早めにお求めください。

■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール事務室
0551（20）3660

山
梨
県
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の
身
近
な
地
域
交
流
の
場
で
あ
る
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
設
置
の
推
進
を
図

る
た
め
に
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
第
２
回
講
習
会
は
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
を
行
い
ま
す
。

日
時

９
月
８
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

西
島
福
祉
レ
ク
研
究
舎

代
表
　
望
月
栄
司
さ
ん

参
加
対
象
者

甲
斐
市
内
在
住
で
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
に
つ
い
て
興
味
が
あ

る
人
、
ま
た
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を

甲
斐
市
内
で
計
画
さ
れ
て
い
る
人
。
す

で
に
サ
ロ
ン
実
施
さ
れ
て
い
る
人
。

定
員

50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
料

無
料

そ
の
他

第
３
回
は
12
月
に
開
催
予
定
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所
　
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
竜
王
支
所
　
　

０
５
５
（
２
７
９
）
１
１
１
２

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
双
葉
支
所
　

０
５
５
１
（
２
８
）
５
１
０
０

母
と
子
の
遊
び
教
室

幼
稚
園
、
保
育
園
に
就
園
前
の
お
子

さ
ん
が
い
る
お
母
さ
ん
。
子
ど
も
と
一

緒
に
体
を
動
か
し
た
り
、
他
の
お
母
さ

ん
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

親
子
で
楽
し
く
動
こ
う

対
象

３
歳
位
ま
で
の
保
・
幼
稚
園
入
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園
前
の
親
子
　
20
組

日
時

10
月
12
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
　

講
師

山
本
教
子
さ
ん

参
加
料

無
料

持
ち
物

汗
拭
き
タ
オ
ル
・
室
内
履
き
・
新
聞

紙
１
部
※
動
き
や
す
い
服
装

受
付
期
間

９
月
20
日
（
火
）
〜
10
月
４
日
（
火
）

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
（
双
葉
公
民

館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　

親
子
で
楽
し
く
学
ぶ
里
山
体
験
教
室

芦
安
山
岳
館
に
て
行
わ
れ
る
体
験
交

流
活
動
、「
里
山
体
験
教
室
」
に
親
子
で

参
加
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
当
日

は
紅
葉
盛
り
の
里
山
散
策
や
自
然
観
察
、

木
の
実
や
落
ち
葉
を
用
い
た
工
作
活
動

や
語
り
部
の
方
々
と
の
交
流
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

日
時

10
月
22
日
（
土
）

集
合
時
刻

午
前
８
時
20
分

（
敷
島
総
合
文
化
会
館
）

解
散
時
刻

午
後
３
時
40
分

（
敷
島
総
合
文
化
会
館
）

服
装

里
山
散
策
や
工
作
活
動
が
で
き

る
服
装

場
所

芦
安
山
岳
館
ほ
か
（
敷
島
総
合

文
化
会
館
か
ら
送
迎
あ
り
）

参
加
費
用

無
料



募
集
定
員

親
子
（
小
中
学
生
と
保
護

者
）
15
組
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
付
開
始

９
月
５
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
受
付

持
ち
物

昼
食
、
お
や
つ
、
飲
み
物
、

軍
手
、
雨
具
（
雨
ガ
ッ
パ
）、
ビ
ニ
ー

ル
袋
（
２
〜
３
枚
）、

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
峡
中
教
育
事
務
所

０
５
５
（
２
２
３
）
３
６
２
１

高
齢
者
教
養
講
座
「
陶
芸
教
室
」

甲
斐
市
で
は
高
齢
者
生
き
が
い
事
業

の
一
環
と
し
て
、
陶
芸
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

日
時

10
月
20
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
工
作
室

定
員

20
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
・
子
育
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

甲
斐
市
で
は
、
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
一
人

で
子
育
て
に
向
き
合
う
の
で
は
な
く
、

地
域
み
ん
な
で
子
育
て
を
応
援
し
、
安

心
し
て
子
供
を
産
み
、
育
て
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
す
。
お
母
さ
ん
が
楽
し

み
な
が
ら
子
育
て
し
、
自
分
ら
し
く
輝

け
る
よ
う
応
援
す
る
人
の
た
め
の
ス
ク

ー
ル
で
す
。

対
象
者

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
興
味
の
あ
る
人

定
員

各
50
名

受
講
料

無
料

《
第
１
回
》

日
時

10
月
13
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

講
演
会

「
幼
児
文
化
教
材
の
理
論
と
実
践
」

講
師
　
山
梨
学
院
短
期
大
学

駒
井
美
智
子
先
生

《
第
２
回
》

日
時

10
月
17
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

幼
児
安
全
法
講
習
会
（
乳
幼
児
の

怪
我
の
対
処
法
な
ど
）

■
申
し
込
み
は
…
甲
斐
市
社
会
福
祉
協

議
会
敷
島
支
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

第
２
回
甲
斐
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

市
体
育
協
会
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
部
で
は
、
市
民
を
対
象
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

９
月
25
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

開
会
式

午
前
９
時

（
受
付
開
始
午
前
８
時
30
分
）

競
技
開
始

午
前
９
時
30
分

会
場

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
タ
ー
ゲ
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ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

参
加
資
格

市
内
在
住
者

定
員

72
人
ま
で

競
技
方
法

・
構
成
は
、一
般
の
部（
20
歳
か
ら
59
歳
）、

シ
ニ
ア
の
部
（
60
歳
か
ら
69
歳
）、
ゴ

ー
ル
ド
シ
ニ
ア
の
部
（
70
歳
以
上
）
と

し
男
女
問
わ
ず
個
人
戦

・
用
具
（
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
、
ス
イ
ン
グ

マ
ッ
ト
）
は
主
催
者
が
用
意
し
ま
す

が
、
参
加
者
持
参
も
可

・
総
合
で
上
位
入
賞
者
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
開
催
さ
れ
る
山
梨
県
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
に
甲
斐

市
代
表
と
し
て
出
場
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

そ
の
他

参
加
賞
・
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

賞
を
用
意
し
ま
す
。

申
込
期
間

９
月
１
日
（
木
）
〜
９
月
15

日
（
木
）
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

電
話
に
て
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

参
加
チ
ー
ム
募
集

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
９
月

28
日
（
水
）
か
ら
竜
王
小
学
校
体
育
館
他

を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
第
１
回
甲
斐

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
」
の
参
加

チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
資
格

○
男
子
の
部
…
市
内
在
住
の
男
子
（
全
日
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制
の
学
生
は
除
く
）
で
構
成
さ
れ
て
い

る
チ
ー
ム

○
女
子
の
部
…
市
内
在
住
の
既
婚
女
性

で
編
成
さ
れ
て
い
る
チ
ー
ム
（
未
婚
女

性
も
参
加
で
き
る
が
試
合
に
は
２
人

ま
で
出
場
で
き
る
）

＊
市
内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人
も

参
加
で
き
ま
す

リ
ー
グ
戦
参
加
料

１
チ
ー
ム
２
、
０
０
０
円
（
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
未
登
録
団
体
は
、
１
、
０
０
０

円
の
協
会
登
録
料
が
別
途
必
要
と
な
り

ま
す
）

申
込
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
要
項
、
申
込
用

紙
を
配
布
。
直
接
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
９
月
12
日（
月
）ま
で
に
申
し
込
み
。

＊
要
項
・
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

監
督
会
議

９
月
14
日
（
水
）

審
判
講
習
会

９
月
16
日
（
金
）

開
会
式

９
月
28
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
９

親
子
野
外
映
画
会

夏
の
夜
空
の
下
で
特
大
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
だ
さ
れ
る
迫
力
満
点
の
映
画
を
、

ぜ
ひ
親
子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
17
日
（
土
）

屋
台

午
後
４
時
販
売
開
始

映
画

午
後
６
時
30
分
上
映
開
始

場
所

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
雨
天
時

は
双
葉
体
育
館
）

上
映
作
品
「
ロ
ボ
ッ
ツ
」（
２
０
０
５

年
作
品
）
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
斐
市
商
工
会
青

年
部
　

０
５
５
（
２
７
６
）
２
３
８
５

10
月
９
日（
日
）は
、

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
に
集
合

住
民
総
参
加
の
ま
つ
り
「
ド
ラ
ゴ
ン
フ

ェ
ス
タ
」
は
、
甲
府
盆
地
を
一
望
で
き
る

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
に
て
開
催
し
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や

「
音
と
光
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
･
花
火
コ

ン
サ
ー
ト
」
は
も
ち
ろ
ん
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
出
店
コ
ー
ナ
ー
が
一
丸
と
な
っ
て

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

例
年
大
好
評
の
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ェ
ス
タ

の
目
玉
企
画
「
か
つ
お
１
本
１
０
０
円
販

売
」
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
時

10
月
９
日
（
日
）
雨
天
決
行

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分
頃

場
所

赤
坂
台
総
合
公
園
（
ド
ラ
ゴ
ン
パ

ー
ク
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
種
目

・
長
靴
飛
ば
し
・
一
輪
車
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
フ
リ
ス
ビ

ー
・
体
力
測
定
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
な

ど
、
人
気
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
ま

す
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
（
イ
ベ
ン

ト
ス
タ
ッ
フ
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象

男
女
問
わ
ず
健
康
な
人

申
込
期
日

９
月
16
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課：

双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

（
竜
王
支
所
地
域
課：

竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

無
料
法
律
相
談

離
婚
、
相
続
、
土
地
、
建
物
の
賃
貸

借
、
交
通
事
故
、
損
害
賠
償
、
サ
ラ
金

等
の
消
費
者
問
題
な
ど
を
受
け
付
け
ま

す
。
手
元
に
あ
る
関
係
資
料
を
持
参
し
、

相
談
内
容
を
ま
と
め
て
相
談
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
は
厳
秘
扱

い
で
す
。

日
時

９
月
16
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

６
人
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間

は
30
分
と
な
り
ま
す
）

担
当

深
澤
勲
弁
護
士

申
込
受
付

９
月
14
日
（
水
）
午
前
８
時

30
分
か
ら
電
話
受
付
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

無
料
法
律
相
談
は
次
の
会
場
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
電
話
に
よ

る
予
約
制
で
す
。

・
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
丸
の
内

１
ー
８
ー
５
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
）

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
６
６

・
山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
法
律
事

務
所
（
甲
府
市
酒
折
２
ー
４
ー
５
）

０
５
５
（
２
２
４
）
１
９
４
０

特
設
人
権
相
談
所

相
談
内
容

・
親
族
間
の
問
題
、
名
誉
、
信
用
、
差

別
な
ど
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と

・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
、

児
童
虐
待
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト

・
児
童
、
生
徒
の
い
じ
め
、
体
罰

・
そ
の
他
人
権
に
関
す
る
こ
と
で
ど
こ

へ
相
談
し
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い

で
困
っ
て
い
る
場
合

日
時

９
月
30
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

28

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

山
梨
県

緑
と
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
10
月
30
日
（
日
）
双
葉
ス
ポ
ー
ツ

公
園
で
開
催
し
ま
す

ギャラリー紹介
〈竜王北部公民館… 055（276）7511〉
９月20日（火）～11月８日（火）
「パンフラワー小麦」（粘土工芸）

〈竜王中部公民館… 055（276）5782〉
９月７日（水）～10月25日（火）
「さくら倶楽部」（押し花絵）

〈竜王南部公民館… 055（276）0711〉
８月23日（火）～10月21日（金）
竜墨会（墨絵）

山
梨
県
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甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館

担
当

人
権
擁
護
委
員

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
（
予
約
不
要
）。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

市
立
甲
府
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
17
年
10
月
１
日
よ
り
他
の
医
療

機
関
か
ら
の
紹
介
状
を
お
持
ち
に
な
ら

な
い
初
診
の
患
者
様
に
は
、
７
８
７
円

を
負
担
し
て
頂
き
ま
す
。

●
初
診
時
特
定
療
養
費
の
徴
収

こ
の
制
度
は
、
国
が
病
院
と
診
療
所

の
機
能
分
担
の
推
進
を
図
る
た
め
に
定

め
た
も
の
で
、
他
の
医
療
機
関
か
ら
の

紹
介
状
な
し
に
２
０
０
床
以
上
の
病
院

に
お
い
て
初
診
で
受
診
し
た
場
合
、
初

診
料
の
他
に
各
病
院
が
定
め
た
金
額
を

徴
収
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

平
成
17
年
10
月
１
日
よ
り
、当
院
で
は
、

他
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
状
を
お
持

ち
に
な
ら
ず
に
直
接
来
院
さ
れ
た
患
者

様
に
つ
き
ま
し
て
、
紹
介
状
を
持
参
さ

れ
た
患
者
様
方
と
の
負
担
の
公
平
化
を

図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
機
能
分
担
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
初
診
料
と
は
別
に
初
診
時

特
定
療
養
費
と
し
て
７
８
７
円
（
消
費
税

等
を
含
む
）
を
負
担
し
て
頂
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。
但
し
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
事
情
等
に
よ
り
、
紹
介
状
を
持
た
ず

に
来
院
さ
れ
た
場
合
は
、
負
担
し
て
頂
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
次
に
該
当
さ
れ
る
人
は
初
診
時
特
定

療
養
費
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
せ
ん
。

１
他
院
か
ら
の
紹
介
状
（
診
療
情
報
提
供

書
）
を
お
持
ち
の
人

２
緊
急
の
場
合
（
救
急
車
で
の
搬
送
、
時

間
外
・
夜
間
・
休
日
の
救
急
診
療
等
）

３
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
人

４
特
定
の
疾
患
や
障
害
な
ど
で
、
各
種

の
公
費
負
担
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人

５
今
回
受
診
す
る
診
療
科
は
初
め
て
だ

が
、
当
院
の
別
の
診
療
科
に
通
院
中

の
人
（
歯
科
口
腔
外
科
は
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
市
立
病
院

０
５
５
（
２
４
４
）
１
１
１
１

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た

火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
日
は
、
新

築
、
改
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
18

年
６
月
１
日
か
ら
、
ま
た
、
今
お
住
ま

い
の
住
宅
に
は
平
成
23
年
６
月
１
日
か

ら
義
務
化
さ
れ
ま
す
の
で
こ
の
日
ま
で

に
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、「
寝
室
、
会

談
、
台
所
な
ど
」
に
設
置
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

※
条
例
改
正
に
乗
じ
た
悪
質
な
販
売
、

点
検
な
ど
に
よ
る
被
害
に
は
く
れ
ぐ
れ

も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
地
区
消
防
本

部
予
防
課

０
５
５
（
２
２
２
）
１
２
９
１

９月11日は「警察安全相談の日」
警察では、ストーカー被害に関する悩みや配偶者

暴力など、犯罪などによる被害の未然防止に関する
相談や市民のみなさんが不安を感じたり、心配して
いる身近な問題などに関する相談に応じています。
また、緊急の事件・事故等の通報以外の相談につ

いては、110番ではなく、警察相談専用電話を利用
してください。
相談受付 山梨県警察総合相談室（専用電話）

「＃9110」または055（233）9110
受付時間 平日の午前８時30分～午後５時
※スローガン「安心の　相談ダイヤル　＃9110」
・お近くの警察署の生活安全課「警察安全相談係」
または交番・駐在所へ

家出少年の早期発見を
夏休み明けの９月は、家出をする少年が増加して

います。昨年この時期に７人（男子２人、女子５人）
の家出少年の捜索願いがありました。
家出の主な原因は、遊び癖からの放浪癖、親子関

係の不和、学業嫌いなどです。
少年は、心身とも未熟で判断能力に乏しいため家

出中に非行に走ったり、暴力団の餌食となって被害
を受けるなど、非常に危険です。
特に少女の場合は、性犯罪の被害者となる事例が

多く見られます。
この様な事態を未然に防ぐには、まず、少年の生活
態度の変化に気を配り、早期に芽を摘むことが大切
です。あてもなく徘徊しているなど不審な行動をし
ている少年をみかけたら、「一声」掛けるなど、家出
少年の早期発見にご協力をお願いします。

秋の全国交通安全運動の実施
９月21日（水）から９月30日（金）までの10日間　
この運動は、広く市民に交通安全思想の普及・浸

透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの
実践を習慣付けるとともに、市民自身による道路交
通環境の改善に向けた取り組みを推進することによ
り、交通事故防止の徹底を図ることを目的とします。
運動の基本「高齢者の交通事故防止」
重点
１ 夕暮れ時の歩行中と自転車乗車中の交通事故防止
（全国重点）
２ シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の
徹底（全国重点）
３飲酒運転等悪質・危険な運転の追放（山梨県重点）

市民のみなさん、「マナーアップ＆セーフティ甲斐
市」にご協力をお願いします。

山
梨
県
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せん定枝粉砕処理

家庭等において伐採されたせん
定枝を粉砕処理します。

◎玉幡中学校北側の市有地
日程
9月は次の日をお休みとさせていただき

ます。
毎週金曜日、祝日（19、23日）

◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入り口）
日程
９月は次の日をお休みとさせていただきます。
毎週月・水・木・土曜日、祝日（19、23日）

受入時間 午前９時～正午、午後１時～４時
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下の

ものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。

＊葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の付　
いた物、及び草等は受入しませんので注意してく
ださい。
＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限

り無料で差し上げています。せん定枝受け入れ時
間中であればいつでも取りに来ていただいて結構
です。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参し

て、係員の指示に従ってください。

環境ツアー参加者募集

市では市民のみなさんが環境問題へ高い関心を
持っていただくことを目的に環境ツアーを実施し
ます。
日程 10月14日（金）
内容 信栄製紙（株）（富士宮市）にて甲斐市で収集　

された古紙類のリサイクル処理施設の見学。
定員 40人（定員になり次第締切）
参加費 2,000円（昼食代含む）
共催 甲斐市女性団体連絡協議会
■申し込み・問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653

犬猫を飼っているみなさんへ

あなたの犬、猫は他人に迷惑を
かけていませんか
・放し飼いの禁止
最近、公園や広場などで犬を放して

いる人を見かけますが、飼い主は犬をつ
ないでおくことが義務づけられています。

散歩中はもちろん家の敷地や庭の中だからといっ
ても放し飼いは、法律で禁止されています。放し
飼いされた犬が危害を加えた場合、飼い主が全て
責任をとらなくてはなりません。

・排泄のしつけはしてありますか
散歩途中の公園や道路、空き地にフンが多く、

利用者や周囲の住民が大変迷惑をしています。散
歩中のフンは飼い主が責任を持って片付けてくだ
さい。また、公園のゴミ箱や河川には絶対捨てな
いでください。

・猫を飼っている人へ
猫が庭にフンをして困る……、畑を荒らして困

る……、鳴声がうるさい……、などの苦情が多く
寄せられています。近所から直接苦情を聞かない
かもしれませんが、周囲に迷惑をかけていること
があります。
猫は犬のようにつないで飼うわけにはいきませ

ん。だからこそ飼い主の気配りが必要です。敷地
内にトイレを設けてキチンとしつけるなど、責任
を持って飼いましょう。また、周辺環境に応じて
屋内飼育に努め、やむをえず屋外に出す場合には
首輪に名札をつけるなど所有者が明確にできるよ
う努めてください。
愛くるしい表情を見せるペット達。疲れた私た

ちを癒してくれる大切な家族の一員です。周囲の
人たちに迷惑をかけないよう、愛情と責任をもっ
て飼いましょう。
■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653

犬のしつけ方教室

これから犬を飼おうとしている人、しつけがで
きなくて困っている人に、家庭犬として必要なし
つけを専門講師の実演を交えながら紹介します。
参加費は無料。飼い犬の同伴はご遠慮ください。

日時 ９月27日　午後１時～３時
場所 双葉公民館（双葉庁舎北側）
■申し込み・問い合わせは…
山梨県動物愛護指導センター 055（273）5034



 



 



 

 

  

 

 

 







 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 



 

 
 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

  
 

  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 




